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地質館だより

地質館だより - 桜座 Information

プレートテクトニクスを証明した四万十帯
現在、佐川地質館で開催中の特別展「高知で発見！日本の 4分の 1ー四万十・秩父・三波川　

三つの地質帯ー」では、四万十帯に焦点を当てています。この地層は、プレートテクトニクス理論
を裏付ける重要な証拠として知られています。
高知県の沿岸部はほぼ全域が四万十帯に属しています。この地域には、本来この近海では形成さ

れないはずのサンゴ由来の石灰岩や、海底火山のマグマが固まった岩石などが、非常に複雑に混ざ
り合った状態で存在しています。
さらに、７０年代の調査により陸側の地層ほど古い時代のものであるという特徴が判明しまし

た。これらは、四万十帯の形成過程を示す重要な事実です。具体的には、海のプレートが陸のプレー
トの下に沈み込む際、プレート上にあったはるか遠方から運ばれてきた堆積物が陸側へ次々と押し
付けられ、積み重なることで形成された地層であることを示しています。
四万十帯は西日本の太平洋側に広く分布していますが、その生成には地球規模のプレートの動き

が直接関与しています。高知の海岸に広がる地層は、太古の時代から続く地球の活動を記録し続け
ているのです。

夏休みの地質館イベント
7 月 26日（日）① 11:30 ～­­② 14:30 ～（10分程度）
展示解説「佐川の大地」佐川町の大地がどのようにできたのかを解説します。
8月 9日（日）10:00 ～ 12:00　穴岩洞窟探検
佐川町内の穴岩洞窟を探検します。詳細は地質館HPをご確認ください。
8月 22日（土）10:00 ～ 15:00　化石発掘クリーニング体験
およそ 2億年前の地層から貝化石を採集し、クリーニングに挑戦します。詳細は地質館HPをご確
認ください。
8月 23日（日）① 11:30 ～­­② 14:30 ～（10分程度）
展示解説「四万十・秩父・三波川 3つの地帯」開催中の特別展についての展示解説です。

桜座CLUB会員募集！

～桜座7月の主な催し物～

桜座のボランティア団体です。
現在 27名で活動しています。
随時メンバー募集中です♪

日 時間 行事名 料金 内容・主催

5( 日） 開演 9:30 フレンドふれあいカラオケ祭 無料 カラオケ発表会

～主な活動内容～
★ステージぺオペレーター：舞台・音響・照明の設営や操作〈年に５回程度〉
★環境整備：桜座駐車場の草刈りや掃除〈４月～９月の毎月１回〉
★企 画 会：来月の予定の確認や、伝達事項などを共有する会議〈毎月第１火曜日, 夜 6時半から〉
★研 修 会：技術（照明・音響）について学ぶ研修会〈年に１, ２回予定〉
★研修旅行：技術の学習や親睦を深めるための旅行〈年に１回〉
活動内容は盛りだくさん！その他、懇親会や忘年会も実施しています。
入会・見学希望、質問などは桜座CLUB事務局 (0889-22-7878) までお願いします。

佐川町立 桜座 佐川町甲 346番地１　電話­­0889-22-7878　休館日：月曜

※この予定表は 6月１日現在のものです。
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②
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追
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／
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史
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③
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介
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。
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介
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史
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史
と
し
て
大
切
に

思
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

な
ん
と
な
く
現
実
感
は
薄
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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嫡
男
・
信
忠
付
の
家
臣
で
し
た
の
で
、
今
放

送
し
て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
」
に
出
て
く
る

有
名
な
歴
史
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史
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史
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う
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。
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史
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縄
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史
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し
い
で
す
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士
た
ち
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牧
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郎
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６
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土
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９
月
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日
（
日
）

青
山
文
庫
だ
よ
り
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青山文庫だより


